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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 11月 27日 (2006.11.27)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 超 硬 合 金 基 板 、
　 柱 状 粒 Ｔ ｉ （ Ｃ 、 Ｎ ） の 第 １ の 内 側 層 と 等 軸 の Ｔ ｉ （ Ｃ 、 Ｎ ） の 第 ２ の 外 側 層 を 含 む 多
層 の Ｔ ｉ （ Ｃ 、 Ｎ ） 中 間 層 、
　 Ａ ｌ ２ Ｏ ３ 層 、 及 び
　 該 Ａ ｌ ２ Ｏ ３ 層 の 上 の 別 の 柱 状 粒 Ｔ ｉ （ Ｃ 、 Ｎ ） の 層 、
を 含 む 被 覆 超 硬 合 金 ボ デ ィ ー 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 Ｔ ｉ （ Ｃ 、 Ｎ ） の 前 記 第 １ の 内 側 層 と 、 Ｔ ｉ （ Ｃ 、 Ｎ ） の 前 記 第 ２ の
外 側 層 と の 間 に Ｔ ｉ Ｎ 層 が 存 在 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 被 覆 超 硬 合 金 ボ デ ィ
ー 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 前 記 Ｔ ｉ （ Ｃ 、 Ｎ ） 中 間 層 の 総 厚 み が 、 ２ ～ ４ μ ｍ で あ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 記 載 の 被 覆 超 硬 合 金 ボ デ ィ ー 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 柱 状 の 層 の 厚 み が 、 １ μ ｍ か ら 前 記 Ｔ ｉ （ Ｃ 、 Ｎ ） 中 間 層 の 総 厚 み の
９ ０ ％ ま で で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 被 覆 超 硬 合 金 ボ デ ィ ー 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 前 記 Ｔ ｉ （ Ｃ 、 Ｎ ） 層 と 前 記 Ａ ｌ ２ Ｏ ３ 層 と の 間 に （ Ｔ ｉ Ａ ｌ ） （ Ｃ
Ｏ ） の 層 が 存 在 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 被 覆 超 硬 合 金 ボ デ ィ ー 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 前 記 （ Ｔ ｉ Ａ ｌ ） （ Ｃ Ｏ ） の 層 が ０ ． ５ ～ ３ μ ｍ の 厚 み で あ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 被 覆 超 硬 合 金 ボ デ ィ ー 。
　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 前 記 Ａ ｌ ２ Ｏ ３ 層 が ２ ～ ４ μ ｍ の 厚 み で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
５ 記 載 の 被 覆 超 硬 合 金 ボ デ ィ ー 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】 　 前 記 Ｔ ｉ （ Ｃ 、 Ｎ ） 層 と 前 記 Ａ ｌ ２ Ｏ ３ 層 と の 間 に （ Ｔ ｉ Ａ ｌ ） （ Ｃ
Ｏ ） の 層 が 存 在 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 被 覆 超 硬 合 金 ボ デ ィ ー 。
　 　 【 請 求 項 ９ 】 　 前 記 Ａ ｌ ２ Ｏ ３ が κ － Ａ ｌ ２ Ｏ ３ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記
載 の 被 覆 超 硬 合 金 ボ デ ィ ー 。
　 　 【 請 求 項 １ ０ 】 　 前 記 Ｔ ｉ （ Ｃ 、 Ｎ ） 層 と 前 記 Ａ ｌ ２ Ｏ ３ 層 と の 間 の 前 記 （ Ｔ ｉ Ａ ｌ
） （ Ｃ Ｏ ） の 層 が 、 ０ ． ５ ～ ３ μ ｍ の 厚 み で あ り 、 且 つ 前 記 κ － Ａ ｌ ２ Ｏ ３ と 前 記 Ｔ ｉ （
Ｃ 、 Ｎ ） 層 と の 間 の 前 記 （ Ｔ ｉ Ａ ｌ ） （ Ｃ Ｏ ） の 層 が 、 ２ ～ ８ μ ｍ 厚 み で あ る こ と を 特 徴



と す る 請 求 項 ９ 記 載 の 被 覆 超 硬 合 金 ボ デ ィ ー 。
　 　 【 請 求 項 １ １ 】 　 最 外 層 の Ｔ ｉ Ｃ Ｎ 上 に Ｔ ｉ Ｎ の 層 が 存 在 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ２ 記 載 の 被 覆 超 硬 合 金 ボ デ ィ ー 。
　 　 【 請 求 項 １ ２ 】 　 前 記 Ｔ ｉ Ｎ の 層 が １ μ ｍ 以 下 の 厚 み で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ２ 記 載 の 被 覆 超 硬 合 金 ボ デ ィ ー 。
　 　 【 請 求 項 １ ３ 】 　 柱 状 粒 の Ｔ ｉ Ｃ Ｎ 層 の 各 粒 が 、 前 記 被 膜 層 の 厚 み の ０ ． １ ～ ０ ． １
５ 倍 の で あ り 、 前 記 被 膜 層 の 厚 み の ０ ． ５ ～ ０ ． ８ 倍 の 長 さ で あ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ 記 載 の 被 覆 超 硬 合 金 ボ デ ィ ー 。
　 　 【 請 求 項 １ ４ 】 　 前 記 被 膜 層 の 厚 み が 、 ２ ～ ８ μ ｍ の 粒 径 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ３ 記 載 の 被 覆 超 硬 合 金 ボ デ ィ ー 。
　 　 【 請 求 項 １ ５ 】 　 等 軸 粒 の Ｔ ｉ Ｃ Ｎ の 粒 が 、 ０ ． ２ ～ １ ． ０ μ ｍ の 粒 径 で あ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ 記 載 の 被 覆 超 硬 合 金 ボ デ ィ ー 。
　 　 【 請 求 項 １ ６ 】 　 超 硬 合 金 基 板 の 上 に 一 連 の 連 続 し た 層 を 備 え る 前 記 超 硬 合 金 基 板 を
含 む 被 覆 超 硬 合 金 ボ デ ィ ー で あ っ て 、
　 前 記 基 板 か ら 順 に そ れ ぞ れ の 前 記 一 連 の 連 続 し た 層 が 、
　 ａ ） 　 結 合 層 は 、 Ｔ ｉ Ｃ 、 Ｔ ｉ Ｎ 及 び Ｔ ｉ （ Ｃ 、 Ｎ ） か ら 成 る 群 か ら 選 択 さ れ た １ μ ｍ
以 下 の 厚 み で あ り 、
　 ｂ ） 　 複 数 の Ｔ ｉ Ｃ Ｎ 層 が 柱 状 粒 の Ｔ ｉ （ Ｃ 、 Ｎ ） の 第 １ の 内 側 層 か ら 成 り 、 且 つ 、 前
記 第 １ の 内 側 層 が 、 前 記 第 １ の 内 側 層 の 粒 の 幅 が 被 膜 層 の 厚 み の ０ ． １ ～ ０ ． １ ５ 倍 で あ
り 、 前 記 第 １ の 内 側 層 の 粒 の 長 さ が 被 膜 層 の 厚 み の ０ ． ２ ～ １ ． ０ 倍 で あ り 、 か つ Ｔ ｉ （
Ｃ 、 Ｎ ） 層 の 総 厚 み が ５ ～ １ ０ μ ｍ で あ る 粒 径 を 備 え 、
　 ｃ ） 　 （ Ｔ ｉ Ａ ｌ ） （ Ｃ Ｏ ） の 層 が 、 ０ ． ５ ～ ３ μ ｍ の 厚 み で あ り 、
　 ｄ ） 　 κ － Ａ ｌ ２ Ｏ ３ の 層 が 、 ２ ～ ４ μ ｍ の 厚 み で あ り 、
　 ｅ ） 　 （ Ｔ ｉ Ａ ｌ ） （ Ｃ Ｏ ） の 層 が 、 ２ ～ ４ μ ｍ の 厚 み で あ り 、
　 ｆ ） 　 柱 状 粒 の Ｔ ｉ （ Ｃ 、 Ｎ ） の 層 が 被 膜 層 の 厚 み の ０ ． １ ～ ０ ． ５ 倍 の 粒 の 幅
覆 層 の 厚 み の ０ ． ５ ～ の 粒 の 長 さ と 粒 径 で あ り 、 前 記 柱 状 粒 の Ｔ ｉ （
Ｃ 、 Ｎ ） の 層 が ２ ～ ８ μ ｍ の 厚 み で あ る 粒 径 を 備 え 、 且 つ
　 ｇ ） 　 外 側 層 が １ μ ｍ ま た は Ｔ ｉ Ｎ の 厚 み 未 満 で あ る
こ と を 含 む 被 覆 超 硬 合 金 ボ デ ィ ー 。
　 　 【 請 求 項 １ ７ 】 　 超 硬 合 金 基 板 、 柱 状 粒 Ｔ ｉ （ Ｃ 、 Ｎ ） の 第 １ の 内 側
層 と 等 軸 の Ｔ ｉ （ Ｃ 、 Ｎ ） の 第 ２ の 外 側 層 を 含 む 多 層 の Ｔ ｉ （ Ｃ 、 Ｎ ） 中 間 層 、 Ａ ｌ ２ Ｏ

３ 層 、 及 び 該 Ａ ｌ ２ Ｏ ３ 層 の 上 の 別 の 柱 状 粒 Ｔ ｉ （ Ｃ 、 Ｎ ） の 層 、 を 含 む 被 覆 超 硬 合 金 ボ
デ ィ ー を イ ン サ ー ト て 使 用 し た 改 良 さ れ た 超 硬 合 金 イ ン サ ー ト を 用 い た 鋼 の 切 削 方 法
。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の も う 一 つ の 態 様 に お い て は 、 超 硬 合 金 基 板 の 上 に 一 連 の 連 続 し た 層 を 備 え る 前
記 超 硬 合 金 基 板 を 含 む 被 覆 超 硬 合 金 ボ デ ィ ー で あ っ て 、 前 記 基 板 か ら 順 に そ れ ぞ れ の 前 記
一 連 の 連 続 し た 層 が 、
　 ａ ） 　 結 合 層 は 、 Ｔ ｉ Ｃ 、 Ｔ ｉ Ｎ 及 び Ｔ ｉ （ Ｃ 、 Ｎ ） か ら 成 る 群 か ら 選 択 さ れ た １ μ ｍ
以 下 の 厚 み で あ り 、
　 ｂ ） 　 複 数 の Ｔ ｉ Ｃ Ｎ 層 が 柱 状 粒 の Ｔ ｉ （ Ｃ 、 Ｎ ） の 第 １ の 内 側 層 か ら 成 り 、 且 つ 、 前
記 第 １ の 内 側 層 が 、 前 記 第 １ の 内 側 層 の 粒 の 幅 が 被 膜 層 の 厚 み の ０ ． １ ～ ０ ． １ ５ 倍 で あ
り 、 前 記 第 １ の 内 側 層 の 粒 の 長 さ が 被 膜 層 の 厚 み の ０ ． ２ ～ １ ． ０ 倍 で あ り 、 か つ Ｔ ｉ （
Ｃ 、 Ｎ ） 層 の 総 厚 み が ５ ～ １ ０ μ ｍ で あ る 粒 径 を 備 え 、
　 ｃ ） 　 （ Ｔ ｉ Ａ ｌ ） （ Ｃ Ｏ ） の 層 が 、 ０ ． ５ ～ ３ μ ｍ の 厚 み で あ り 、
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　 ｄ ） 　 κ － Ａ ｌ ２ Ｏ ３ の 層 が 、 ２ ～ ４ μ ｍ の 厚 み で あ り 、
　 ｅ ） 　 （ Ｔ ｉ Ａ ｌ ） （ Ｃ Ｏ ） の 層 が 、 ２ ～ ４ μ ｍ の 厚 み で あ り 、
　 ｆ ） 　 柱 状 粒 の Ｔ ｉ （ Ｃ 、 Ｎ ） の 層 が 被 膜 層 の 厚 み の ０ ． １ ～ ０ ． ５ 倍 の 粒 の 幅
覆 層 の 厚 み の ０ ． ５ ～ の 粒 の 長 さ と 粒 径 で あ り 、 前 記 柱 状 粒 の Ｔ ｉ （
Ｃ 、 Ｎ ） の 層 が ２ ～ ８ μ ｍ の 厚 み で あ る 粒 径 を 備 え 、 且 つ
　 ｇ ） 　 外 側 層 が １ μ ｍ ま た は Ｔ ｉ Ｎ の 厚 み 未 満 で あ る
こ と を 含 む 被 覆 超 硬 合 金 ボ デ ィ ー を 提 供 す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 相 の 反 応 は 、 相 対 的 に 薄 い 場 合 、 及 び 比 較 的 高 い 炭 素 の 含 有 量 の 基 板 に 適 用 し た
場 合 に 、 可 逆 的 で あ る こ と が 強 調 さ れ る 。 結 果 と し て 、 焼 鈍 の 際 に 、 こ の イ ー タ 相 は 、 変
態 し て Ｃ ｏ の 豊 富 な 合 金 と Ｗ Ｃ と に 逆 変 態 す る 。 上 記 か ら 明 ら か な よ う に 、 こ の 状 況 が 切
れ 刃 で 非 常 に 顕 著 に な る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 Ａ ｌ ２ Ｏ ３ は 、 図 ３ の よ う に 、 わ ず か ２ 分 間 の 旋 削 加 工 後 に 逃 げ 面 が 摩 耗 し た 。 こ の Ｔ
ｉ Ｃ Ｎ 被 膜 は 非 常 に 良 好 な 逃 げ 面 の 耐 摩 耗 性 を 示 し た 。 ま た 、 の Ａ ｌ ２ Ｏ ３ は 、 こ の
態 様 に お い て は 最 良 の 被 膜 材 料 で あ る と 一 般 的 に 考 え ら れ て い る が 、 ク レ ー タ ー 摩 耗 を す
る の で 、 最 も 悪 い 被 膜 材 料 で あ っ た 。 Ａ ｌ ２ Ｏ ３ は 、 図 ４ の よ う に 、 １ ５ 分 後 に 広 範 囲 の
ク レ ー タ ー 摩 耗 を 示 し た 。 Ｔ ｉ Ｃ Ｎ 被 膜 は 、 図 ５ の よ う に 、 同 一 の 旋 削 加 工 時 間 後 に 非 常
に 限 定 さ れ た ク レ ー タ ー 摩 耗 を 示 し た 。 結 果 と し て 、 Ａ ｌ ２ Ｏ ３ の 層 は わ ず か １ ３ 分 し か
使 用 す る こ と が で き な い が 、 一 方 、 Ｔ ｉ Ｃ Ｎ を 被 膜 し た イ ン サ ー ト は １ ５ 分 よ り 長 時 間 使
用 す る こ と が で き た 。
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